
 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ直売所やネットショップでも販売 

 

 

 

2025 年度 ＪＡあいち豊田猿投西瓜部会 概況 

 

２０２５年６月９日 

日  時：２０２５年６月１１日（水） 午前７時００分 

     【雨天予備日：６月１２日（木）予定】 

集合場所：ＪＡあいち豊田 猿投営農センター（豊田市上原町上河原８―１） 

当日は、スイカの検品・箱詰め作業の取材後、畑へ移動し収穫の取材をする予定です。 

 

ＪＡあいち豊田猿投西瓜部会（部会長：一野靖行）はスイカの出荷を 6 月１１日から始めま

す。当部会は猿投地区の約６ヘクタールの畑で、スイカ「祭ばやし７７７（スリーセブン）」な

どを栽培しています。 

部 会 員 7 戸（御船町・上原町・亀首町など） 

栽培面積 約 6 ヘクタール 

栽培品種 祭ばやし７７７など 

出 荷 量  ２０２５年度予定 約３１２トン 

※部会では、市場に出回るスイカが比較的少ない６月前半

の出荷を狙い、まだ寒い２月下旬から栽培を始めます。 

 

報道関係者各位 

ニュースリリース 

 

特産さなげのスイカ出荷スタート 
 

お問い合わせ先： 

ＪＡあいち豊田 営農生活部 猿投営農センター  担当：杉浦 

〒470-0341 豊田市上原町上河原 8-1 電話（0565）45-0345 

または、広報課 電話（0565）31-2361 E-mail k.koho@toyota.aichi-ja.or.jp 

※上記は予定日です。天候・生育状況により日程を変更する場合は、前日までに連絡いたします。 

※取材を希望の方は、事前に下記までご連絡ください。 

 

今年は、3 月の高温、4 月下旬の低温で栽培管理が難し

い年となりましたが、5 月中旬から気温が上がり日照時間

も増えたため、例年通りの良食味が期待できます。 

同部会が栽培するスイカ「祭ばやし７７７」は高い糖度

と食べた瞬間のシャリ感が抜群で、消費者から人気が高

い品種です。出荷は７月中旬まで続き、約２6，0００ケー

ス（約３１２トン）を名古屋や豊田の市場へ出荷する予定

です。６月１６日からオープンするＪＡ選果場などの直

売所をはじめ、同地区のスーパーで販売するほか、同ＪＡ

ネットショップ「ＭＥＫＩＫＩ」でも取り扱います。 

 

▲大きく育ったスイカの収穫を撮影でき 

ます 

▲出荷ピーク時は、部会員が収穫した 

スイカが猿投営農センターに並びます 

取材日 

 


